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哺乳類学の百科事典

最新情報・詳細は
こちらから

丸善出版ホームページへ哺乳類学の百科事典
一般社団法人 日本哺乳類学会 編
A5判・516頁 定価24,200円（本体22,000円＋税10%）
ISBN978-4-621-31196-7

海・陸・極地などさまざまな地域に生息し、そのためにさまざまな形態や機能をもつ多彩な
哺乳類について、分類・分布・遺伝・形態・生理・生態から、保護管理や人獣共通感染症といっ
た人間とのかかわりまで、幅広く解説した中項目事典。第一線の研究者による、自身のフィー
ルドワークなどに基づくさまざまな事例を交えた解説が充実。巻頭口絵では、多様性あふれ
る哺乳類の姿を写し出す色鮮やかな写真を豊富に掲載！

多様性あふれる哺乳類について、
分類・分布・遺伝・形態・生理・生態・保護管理の観点から充実解説

関　連　書　籍

霊長類学の百科事典
日本霊長類学会 編
A5判・752頁　
定価27,500円（本体25,000円＋税10%）
ISBN978-4-621-30804-2

日本霊長類学会の編集による、霊長類を
総合理解するために編まれた中項目事典。
ヒトのもつ形質の起源とその進化の研究に
も活用でき、人類学的関心の追求にも役
立つ。

動物学の百科事典
（公社）日本動物学会 編
A5判・808頁
定価22,000円（本体20,000円＋税10%）
ISBN978-4-621-30309-2

分類・進化・遺伝・生理・神経・細胞・内分
泌・生体防御・行動・生態・バイオミメティク
スなど専門化した動物学を１項目２頁／４
頁の解説で一望できる書き下ろしの事典。

古生物学の百科事典
日本古生物学会 編
A5判・790頁　
定価26,400円（本体24,000円＋税10%）
ISBN 978-4-621-30758-8

生命誕生の38億年前からの長大な生命
史の重要ポイントを305項目で解説。関連
分野の地質学、生物学、進化学、地球化学、
環境学などの情報も俯瞰的に知ることが
できる。

遺伝学の百科事典
公益財団法人 遺伝学普及会 日本遺伝学会 編
A5判・690頁
定価24,200円（本体22,000円＋税10%）
ISBN978-4-621-30660-4

現代の生命科学の根幹をなす学問である
遺伝学。本書は、基礎知識から先端的な研
究内容までを幅広くまとめ、一冊で遺伝学
の重要テーマと、発展の歴史を学ぶことが
できる。
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陸や空、海の多彩な生き方を読み解く

哺乳類学の
百科事典
一般社団法人 日本哺乳類学会 編
A5判・516頁 定価24,200円（本体22,000円＋税10%）
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　本事典は，哺乳類学を広く知ってもらうことを目的として企画された．哺乳類学とは何だろうか．哺乳類学は，生物学や動物学

の中でも，哺乳類がもつ多様性，自然史，人との関わりを解明する研究分野といえ，野生動物のほか，モデル動物や伴侶動物も

研究対象となる．哺乳類学の研究者は，野外調査，実験室での実験や解析，研究成果の発信に日々 取り組んでいる．（中略） 

　哺乳類は世界中に分布し，陸地，海洋，河川，空中といった多様な生活空間を利用している．そうした多様な生息環境に適応

するために，多くの系統が生み出され，形態，遺伝，生理，生態，社会，生活史を進化させてきた．陸棲哺乳類は森林をはじめ，里

山，耕作地，河川敷に分布し，ときに市街地で見られることもある．また，海棲哺乳類は海洋環境に生息している．このことから

人間活動によって生息地が失われ，生息環境が変化するなどの人間からの影響を受ける．一方で，農林業被害や人獣共通感染

症をはじめとして，人間活動に対する哺乳類が引き起こす影響も少なくない．したがって，哺乳類学ではそれぞれの種の基礎生

物学を明らかにすることと同時に，保全管理の研究も行われている．（中略）

　本事典は日本哺乳類学会が主体となり企画した．（中略）本事典には，各項目を最も理解している171名の執筆者をはじめと

して多数の哺乳類学研究者が関わった．各項目はそれぞれが完結するように書かれ，それぞれの章では各項目を適切な順番に

配置した．したがって，通読するだけでなく，興味をもった章，あるいは興味のある項目から読んでいただきたい．また口絵には，

日本に生息する哺乳類の写真をカラーで掲載しており，本文と併せて哺乳類の多様な姿を知る一助となれば幸いである．本事

典により，哺乳類学の現在を多くの方に知ってもらうとともに，高校生や大学生などの若い世代から哺乳類学の研究者を目指す

人が現れることを願っている．

刊行にあたって（一部抜粋）

本川  雅治
編集幹事を代表して　一般社団法人日本哺乳類学会理事長
2025年10月
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